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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2026年6月19日に提出いたしました第162期（自　2025年4月1日　至　2026年3月31日）有価証券報告書の記載事項の

一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部【企業情報】

第2【事業の概況】

1【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

(4)トクヤマの価値創造プロセス

2【サステナビリティに関する考え方及び取組】

(1)サステナビリティに関する考え方

　④指標及び目標

(2)気候変動への対応

　④指標と目標

　　a)気候関連の指標

　　b)Scope 1、2、3のGHG排出量

　　c)目標およびその目標に対するパフォーマンス

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第2 【事業の状況】

1 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

＜省略＞

（4）トクヤマの価値創造プロセス

　　（訂正前）

＜省略＞
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　　（訂正後）

＜省略＞
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2 【サステナビリティに関する考え方及び取組】

＜省略＞

（1）サステナビリティに関する考え方

＜省略＞

④　指標及び目標

＜省略＞

（訂正前）

［マテリアリティおよび指標］

マテリアリティ 目指す姿 目標・KPI 2025年度の実績

地球温暖化防止
への貢献

選定理由：・脱炭素社会への移行が国際的な潮流となっている。
       ・GHG多排出企業として、着実に削減を実行する責任がある。

       ・中計の重点課題にも挙げている。

2050年度カーボンニュート
ラル（CN）の達成

・当社グループ全体のGHG排
出量削減、いずれも2030年
度までに
・Scope 1、2

 △30%（2019年度比）
・Scope 3（カテゴリー

1、3、4）

  △10%（2022年度比）
・気候関連情報の積極的な
開示

・2025年度GHG削減量：

 　・Scope 1、2 △17%

　・Scope 3 △6%

・周南コンビナート連携の推進
（周南コンビナート脱炭素推進協
議会）
・非化石燃料転換の推進、Scope3
削減の取り組み、環境価値創出の
取り組み
・開示情報の充実推進

 

＜省略＞

 
（訂正後）

［マテリアリティおよび指標］

マテリアリティ 目指す姿 目標・KPI 2025年度の実績

地球温暖化防止
への貢献

選定理由：・脱炭素社会への移行が国際的な潮流となっている。
       ・GHG多排出企業として、着実に削減を実行する責任がある。

       ・中計の重点課題にも挙げている。

2050年度カーボンニュート
ラル（CN）の達成

・当社グループ全体のGHG排
出量削減、いずれも2030年
度までに
・Scope 1、2

 △30%（2019年度比）
・Scope 3（カテゴリー

1、3、4）

  △10%（2022年度比）
・気候関連情報の積極的な
開示

・2025年度GHG削減量：

 　・Scope 1、2 △18%

　・Scope 3 △6%

・周南コンビナート連携の推進
（周南コンビナート脱炭素推進協
議会）
・非化石燃料転換の推進、Scope3
削減の取り組み、環境価値創出の
取り組み
・開示情報の充実推進

 

＜省略＞
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（2）気候変動への対応

＜省略＞

④　指標と目標

＜省略＞

a）気候関連の指標

＜省略＞

（訂正前）

GHG排出量（Scope 1、2） 中長期削減目標

 

（訂正後）

GHG排出量（Scope 1、2） 中長期削減目標
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b）Scope 1、2、3のGHG排出量

　（訂正前）

　　　　 下表は、GHG排出量（Scope 1、2、3）の推移を表したものです。2025年度は、バイオマス混焼や積極的　

　　　 な省エネルギー活動により、GHG排出量（Scope 1、2）は基準年度2019年度比で17%削減しました。また、

　　　 GHG排出量（Scope 3）は、基準年度2022年度比で6%削減しました。

 
　GHG排出量（Scope 1、2、3）の推移
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　（訂正後）

　　　　 下表は、GHG排出量（Scope 1、2、3）の推移を表したものです。2025年度は、バイオマス混焼や積極的　

　　　 な省エネルギー活動により、GHG排出量（Scope 1、2）は基準年度2019年度比で18%削減しました。また、

　　　 GHG排出量（Scope 3）は、基準年度2022年度比で6%削減しました。

 
　GHG排出量（Scope 1、2、3）の推移
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・GXリーグ

（訂正前）

＜省略＞

Scope 1の2023～2025年度3か年合計値は、1,681.3万トンとなり、GXリーグ内で設定した自主目標（1,834.6万

トン）を達成しました。

＜省略＞

 
トクヤマグループのGHG排出量（GXリーグ登録数値）
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　　（訂正後）

＜省略＞

Scope 1の2023～2025年度3か年合計値は、1,677.1万トンとなり、GXリーグ内で設定した自主目標（1,834.6万

トン）を達成しました。

＜省略＞

 
トクヤマグループのGHG排出量（GXリーグ登録数値）
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c）目標およびその目標に対するパフォーマンス

　（訂正前）

＜省略＞

 
GHG排出量（Scope 1、2）の中長期削減目標　
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　（訂正後）

＜省略＞

 
GHG排出量（Scope 1、2）の中長期削減目標　
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